
住居等近隣の森林 住民等が日常的に入る
森林（森林のまま利用） 

左記以外の森林 
（特に人工林） 

  一般公衆の 
    被ばく低減 

入林による一般公衆の
被ばく低減 

放射性物質の 
除去及び拡散抑制 

森林のタイプ 

対策の目的 

方 法 

立木の
 伐採  

搬出
 

林縁から20m程度の
範囲を目安に実施 

利用状況や利用区
画の形状等を踏ま
え、必要な範囲にお
いて実施 

落葉・枝葉等
の除去 

－ 

－ 

皆 
伐 

落葉等除去と 
あわせて実施 

落葉等除去と 
あわせて実施 

－ 

間 
伐 

落葉等除去と 
あわせて実施 

下層植生が衰退し
た人工林等で実施 

※引き続き、従来のほだ木採取林の再生や森林からのさらなる拡散を抑制するための実証試験等を行っていきます。
   ※     新たに推奨する具体的な方法です。

（独立行政法人 森林総合研究所） 

（福島県大玉村での調査結果）
  
（福島県川内村での調査結果）

 

樹種別の放射性物質の付着状況

常緑樹（スギ等） 落葉樹（コナラ等）
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適切な組み
合わせ 

落葉等の
除去 

立木の   
伐採・搬出 

表土流出防止 

枝葉等の
除去 

常緑樹
（スギ・ヒノキ等）
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林
野
庁
で
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
森
林
の
汚
染
実
態
調

査
や
除
染
の
実
証
試
験
、
森
林
施
業
や
森
林
土
木
技
術
を
活

用
し
た
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
技
術
の
検
証
・
開
発
等
に

取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
成
果
等
を
活
用
し
た
、

森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
除
去
及
び
拡
散
抑
制
等
に
関

す
る
技
術
的
な
指
針
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

■
指
針
の
目
的

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
り
、
福
島
県
を
中
心

に
広
範
囲
の
森
林
が
放
射
性
物
質
に

汚
染
さ
れ
ま
し
た
。
人
の
健
康
や
生

活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
低
減
さ
せ
る

た
め
に
森
林
に
お
け
る
除
染
等
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

森
林
は
水
源
か
ん
養
、
山
地
災
害

防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
多

様
な
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
機
能
維
持
と
森
林
の
放
射
性
物
質

対
策
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
森
林
全
体
へ
の
対

応
を
検
討
す
る
た
め
、
森
林
施
業
等

を
活
用
し
た
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
技
術
の
検
証
・
開
発
等
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

住
居
等
近
隣
の
森
林
の
除
染
に
つ

い
て
は
、
昨
年
9
月
30
日
に
公
表
し

た「
森
林
の
除
染
の
適
切
な
方
法
の
公

表
に
つ
い
て
」等
に
従
っ
て
、
既
に
国

や
地
方
自
治
体
等
が
優
先
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
除
染
の
実
施
や
試
験

研
究
等
で
得
ら
れ
た
成
果
等
を
活
用

し
て
、
森
林
所
有
者
を
は
じ
め
地
域

住
民
の
方
々
や
自
治
体
の
担
当
者
等

向
け
に
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物

質
対
策
の
考
え
方
や
実
施
方
法
を
整

理
し
た
、
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物

質
の
除
去
及
び
拡
散
抑
制
等
に
関
す

る
技
術
的
な
指
針
を
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

■
技
術
指
針
の
ポ
イ
ン
ト

　

放
射
性
物
質
対
策
と
し
て
現
段
階

で「
推
奨
さ
れ
る
対
策
」は
次
の
と
お

り
で
す
。 

 

①
住
居
等
近
隣
の
森
林
に
お
い
て
は
、

落
葉
や
枝
葉
等
の
除
去
と
あ
わ
せ
て

立
木
の
伐
採（
ス
ギ
等
の
人
工
林
の
間

伐
や
林
縁
部
を
主
と
し
た
皆
伐
）を
推

奨
し
ま
す
。

②
住
民
等
が
日
常
的
に
入
る
森
林
に

お
い
て
は
、
落
葉
や
枝
葉
等
の
除
去

と
あ
わ
せ
て
間
伐
を
推
奨
し
ま
す
。

③
①
及
び
②
以
外
の
地
域
で
は
、
下

層
植
生
が
衰
退
し
て
い
る
人
工
林
等

で
の
間
伐
を
推
奨
し
ま
す
。

④
①
か
ら
③
の
実
施
に
よ
り
降
雨
等

で
土
壌
が
流
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
、
表
土
流
出
防
止
工
等
に
よ

る
土
壌
保
全
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
推
奨
す
る
対
策
の
具
体
例

落
葉
等
の
除
去

　

住
居
等
に
隣
接
す
る
森
林
や
住
民

放射性物質の除去、拡散抑制のために推奨する具体的方法

森林内の放射性物質の特性や動き
・森林内の放射性物質は、現時点では、その多くが枝葉や落葉等に付着し

ています。樹種によりその分布状況は異なります。
・放射性物質の動きについては、まだ不明な点もありますが、多くは長期的

に森林内にとどまると推測されています。

※常緑樹は樹冠部の葉に多く付着している一方で、落葉樹は事故当時は葉の
　生育時期だったため、ほとんどが落葉層に蓄積していると考えられます

森林内における放射性物質対策の基本的な考え方
・森林における放射性物質対策では、これま

での実証等により効果が期待される落葉、
枝葉等の除去、立木の伐採搬出や、土砂流
出抑制のための表土流出防止工等の技術を
推奨します。

・対策の実施にあたっては、放射性物質の森
林汚染の特性、森林の多様な機能、空間線
量率、利用形態、入り込み頻度等を踏まえ、
適切に組み合わせて、優先順位を付けつつ、
取り組むことが重要です。

枝葉の除去作業

　　http://www.rinya.maff.go.jp/j/press/kenho/120427.html

に
関
す
る
技
術
的
な
指
針
に
つ
い
て

森林に おける放射性物質の除去及び拡散抑制等
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■
今
後
の
予
定

　

技
術
指
針
に
つ
い
て
は
、
環
境
省

を
は
じ
め
福
島
県
や
関
係
自
治
体
等

へ
幅
広
く
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
現

場
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と

調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

林
野
庁
で
は
引
き
続
き
、
放
射
性

物
質
の
森
林
内
外
で
の
挙
動
や
拡
散

の
実
態
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、

各
種
の
実
証
試
験
等
を
通
じ
て
集
積

さ
れ
る
知
見
、
技
術
水
準
の
向
上
等

に
応
じ
て
、
技
術
指
針
の
改
訂
を
行

う
予
定
で
す
。

等
が
日
常
的
に
入
る
森
林
で
実
施
す

る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

〈
具
体
的
な
手
順
〉

①
地
上
高
1
m
の
空
間
線
量
率
を
測
定
し

ま
す
。

②
除
去
は
、
斜
面
の
上
か
ら
下
に
向
か

い
、
熊
手
な
ど
で
か
き
集
め
ま
す
。

③
除
去
し
た
落
葉
等
は
土
の
う
袋
等
に

詰
め
、
枝
な
ど
は
一
定
の
長
さ
に
切

り
、
ロ
ー
プ
等
で
束
ね
ま
す
。

④
作
業
後
も
、
地
上
高
1
m
の
空
間
線
量

率
を
測
定
し
ま
す
。

⑤
除
去
物
を
現
場
保
管
す
る
場
合
は
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
い
、 

放
射
性
物

質
の
拡
散
防
止
措
置
を
取
り
ま
す
。

●
対
策
に
よ
る
効
果

・
森
林
内
の
空
間
線
量
率
を
30
〜
50
％
低
減

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
作
業
の
留
意
点

・
除
去
す
る
深
さ
は
、
落
葉
な
ど
の
表
層
土

壌
ま
で
に
し
ま
す
。

・
落
葉
樹
林
で
は
、
一
度
に
除
去
し
ま
す
。

　

常
緑
樹
林
で
は
、
3
〜
4
年
の
間
に
数
回

除
去
を
繰
り
返
し
ま
す
。

枝
葉
等
の
除
去

　

住
居
等
に
隣
接
す
る
森
林
や
住
民

等
が
日
常
的
に
入
る
森
林
で
実
施
す

る
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。

〈
具
体
的
な
手
順
〉

①
地
上
高
1
m
の
空
間
線
量
率
を
測
定
し

ま
す
。

②
梯
子
及
び
ナ
タ
な
ど
を
使
用
し
、
着

葉
量
の
多
い
林
縁
部
を
中
心
に
1
〜

2
列
程
度
の
範
囲
で
実
施
し
ま
す
。

③
枝
葉
の
除
去
は
、
樹
冠
部
の
半
分
程

度
を
目
安
に
で
き
る
だ
け
高
い
位
置
ま

で
行
い
ま
す
。

④
除
去
し
た
枝
葉
等
は
、
一
定
の
長
さ
に

切
り
ロ
ー
プ
等
で
束
ね
る
、
土
の
う
袋

等
に
詰
め
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
作
業
後
も
、
地
上
高
1
m
の
空
間
線
量

率
を
測
定
し
ま
す
。

⑥
除
去
物
を
現
場
保
管
す
る
場
合
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ー
ト
で
覆
い
、
放
射
性
物
質

の
拡
散
防
止
措
置
を
取
り
ま
す
。

●
対
策
に
よ
る
効
果

・
落
葉
等
除
去
と
併
せ
て
、
さ
ら
に
空
間
線

量
率
の
低
減
及
び
放
射
性
物
質
の
除
去
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

●
作
業
の
留
意
点

・
落
葉
樹
は
、
基
本
的
に
実
施
し
ま
せ
ん（
放

射
性
物
質
の
多
く
は
、
林
床
の
落
葉
等
に
含

ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
）。

・
枝
葉
等
除
去
だ
け
で
空
間
線
量
率
を
低
減

で
き
な
い
場
合
は
、
立
木
の
伐
採
も
含
め
検

討
し
ま
す
。立

木
の
伐
採
・
搬
出

　

住
居
等
近
隣
に
お
い
て
は
、
ス
ギ

等
の
人
工
林
で
の
間
伐
又
は
林
縁
部

を
主
と
し
た
皆
伐
を
推
奨
し
ま
す
。

　

住
民
等
が
日
常
的
に
入
る
森
林
に

お
い
て
は
、
間
伐
を
推
奨
し
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
は
、

下
層
植
生
が
衰
退
し
て
い
る
ス
ギ
等

の
人
工
林
等
で
の
間
伐
を
推
奨
し
ま

す
。

〈
具
体
的
な
手
順
〉

①
次
の
考
え
方
に
よ
り
伐
採
す
る
範
囲

等
を
決
め
ま
す
。 

・
住
居
等
近
隣
の
森
林
に
お
い
て
は
、
空

間
線
量
率
を
勘
案
し
て
伐
採
す
る
範

囲
や
方
法
を
決
め
ま
す
。

・
住
民
等
が
日
常
的
に
入
る
森
林
に
お
い

て
は
、
利
用
状
況
等
を
勘
案
し
て
伐

採
す
る
範
囲
や
規
模
を
決
め
ま
す
。

・
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
下
層
植

生
の
状
況
や
土
壌
の
流
出
状
況
等
を

勘
案
し
て
間
伐
が
必
要
な
箇
所
及
び

範
囲
を
決
め
ま
す
。 

②
こ
れ
ま
で
技
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る

手
順
で
伐
採
を
行
い
ま
す
。

③
全
木
集
材
に
よ
り
、
枝
葉
を
含
め
て

森
林
外
に
搬
出
し
ま
す
。

●
対
策
に
よ
る
効
果

・
伐
採
量
に
応
じ
て
放
射
性
物
質
の
除
去
効

果
が
あ
り
ま
す
。

・
枝
葉
等
が
除
去
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
空

間
線
量
率
を
あ
る
程
度
低
減
さ
せ
る
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

・
間
伐
に
つ
い
て
は
、
下
層
植
生
が
回
復
す

る
こ
と
に
よ
り
土
壌
の
流
出
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

●
作
業
の
留
意
点

・
住
居
等
近
隣
の
森
林
及
び
住
民
等
が
日
常

的
に
入
る
森
林
に
お
い
て
は
、
落
葉
等
除
去

を
伐
採
と 

一
体
的
に
実
施
す
る
と
効
果
的
で

す
。

・
皆
伐
に
つ
い
て
は
、
急
傾
斜
地
や
取
水
箇

所
等
の
場
所
や
梅
雨
や
台
風
の
時
期
に
お
け

る
実
施
を
避
け
ま
す
。

・
土
砂
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
表
土
流
出
防
止
工
を
設
置
し
ま
す
。

・
効
率
的
な
作
業
の
た
め
、
路
網
の
整
備
さ

れ
て
い
な
い
森
林
は
、
必
要
に
応
じ
て
路
網

を
整
備
し
、
敷
砂
利
等
に
よ
る
路
面
保
護
な

ど
の
土
砂
の
流
出
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ

ま
す
。

・
林
床
の
攪
乱
を
抑
え
る
た
め
、
架
線
系
の

集
材
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
り
搬
出
を
行
い
ま
す
。

下草、灌木等の刈り払い

落葉等のかき集め

刈り払った灌木等の
袋つめ

除染作業後の林床の状況

刈り払った灌木等の
裁断・整理

技術指針の詳しい内容については、林野庁の以下のホームページ をご覧ください。　

森林に おける放射性物質の除去及び拡散抑制等

　

国
に
よ
る
除
染
に
か
か
る
具
体
的
方
法
や
財

政
措
置
の
適
用
範
囲
等
に
つ
い
て
は
、
環
境
省

が
策
定
し
た「
除
染
関
係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平

成
23
年
12
月
14
日
）に
よ
る
こ
と
に
留
意
し
て

下
さ
い
。

■
そ
の
ほ
か
対
策
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点

〈
除
去
物
の
処
分
〉

・
発
生
す
る
落
葉
等
の
除
去
物
の
仮
置
き

場
を
確
保
し
て
下
さ
い
。

・
仮
置
き
場
の
確
保
ま
で
の
間
、
森
林
内

等
に
現
場
保
管
す
る
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
で
覆
う
か
、
ま
た
は
除
去
物
の

周
囲
に
土
の
う
等
を
並
べ
て
下
さ
い
。

・
こ
の
ほ
か
、「
放
射
性
物
質
汚
染
対
処

特
措
法
※ 

施
行
規
則
」等
に
従
っ
て
適

切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る

環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
23
年
法
律
第
１
１
０
号
）」

〈
作
業
者
の
安
全
の
確
保
〉

・
作
業
に
従
事
す
る
方
の
放
射
線
障
害

を
防
止
す
る
た
め
、「
除
染
電
離
則
※
」

に
従
っ
て
、
被
ば
く
管
理
、
作
業
上
の

措
置
、
健
康
診
断
等
を
適
切
に
行
っ
て

下
さ
い
。

・
森
林
内
で
の
作
業
で
は
、
通
常
、
高
濃

度
の
粉
じ
ん
の
発
生
は
想
定
さ
れ
ま
せ

ん
が
、
安
全
に
作
業
を
行
う
た
め
、
実

際
の
作
業
現
場
の
空
間
線
量
率
、
土

壌
の
放
射
性
物
質
濃
度
な
ど
を
十
分

に
把
握
し
て
下
さ
い
。

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質

に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め

の
業
務
等
に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

（
平
成
23
年
厚
生
労
働
省
令
第
１
５
２
号
）
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